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■ 幼稚園教育要領の保幼小接続に関する記述 

 

 

 

 

（平成 29年告示 幼稚園教育要領「第１章 総則、第３ 教育課程の役割と編成等、５ 小学校

教育との接続に当たっての留意事項」（２）より ※保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教

育・保育要領にも同様の記述があります。） 

 

 

■ 小学校学習指導要領の保幼小接続に関する記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 29年告示 小学校学習指導要領「第１章 総則、第２ 教育課程の編成、４ 学校段階等

間の接続」（１）より） 

 

 

 

 

 

３．幼児教育と小学校以降の教育の特色 

 幼児教育と小学校以降の教育には、教育課程、生活の時間、教材、環境など次のような違いがあり

ます。 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

幼稚園教育において育まれた資質・能力を踏まえ、小学校教育が円滑に行われるよう、小学校の

教師との意見交換や合同の研究の機会などを設け、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共

有するなど連携を図り、幼稚園教育と小学校教育との円滑な接続を図るよう努めるものとする。 

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導を工夫することにより、幼稚園教育要領

等に基づく幼児期の教育を通して育まれた資質・能力を踏まえて教育活動を実施し、児童が主体

的に自己を発揮しながら学びに向かうことが可能となるようにすること。 

また、低学年における教育全体において、例えば生活科において育成する自立し生活を豊かに

していくための資質・能力が、他教科等の学習においても生かされるようにするなど、教科等間の

関連を積極的に図り、幼児期の教育及び中学年以降の教育との円滑な接続が図られるよう工夫す

ること。特に、小学校入学当初においては、幼児期において自発的な活動としての遊びを通して育

まれてきたことが、各教科等における学習に円滑に接続されるよう、生活科を中心に、合科的・関

連的な指導や弾力的な時間割の設定など、指導の工夫や指導計画の作成を行うこと。 

・５領域（健康、人間関係、環境、言葉、表現）

のねらいと内容に基づき、総合的に学びの芽生

えを育んでいく教育（保育）課程等 

・子どもの生活リズムに合わせた１日の流れ    

・身の回りの「人・もの・こと」が教材 

・総合的に学びの芽生えを育んでいくために、 

工夫された環境の構成等 

幼児教育 

 

・各教科等の学習内容を系統的に 

学ぶ教育課程 

・時間割に沿った１日の流れ 

・教科書が主たる教材 

・系統的に学ぶために工夫された 

学習環境等 

小学校以降の教育 

 



４．接続期に保育者・教員の双方が意識したい配慮事項 

 保育者・教員は、この時期の子どもの姿を理解し、援助のあり方を探っていくことが大切です。

保育者・教員の双方が、円滑な接続に向けて特に意識したい３つの事項です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．「育みたい資質・能力（３つの柱）」と 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（１０の姿）」 

 乳幼児教育・保育施設は、幼児教育を行う施設として生涯にわたる生きる力の基礎を培うため、

「育みたい資質・能力（３つの柱）」と「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（１０の姿）」が、今

回の３法令改訂により同じ文言で示され、小学校では、小学校学習指導要領に示されているように、

生きる力を目指すにあたって、各教科等の指導を通して教育活動の充実を図っていく際に「３つの

柱」を偏りなく実現できるようにすることが求められています。このように、保幼小の要領・指針等

に「育みたい資質・能力」が位置づけられたことで、双方がより一層接続の基盤を整備していくため

に、各乳幼児教育・保育施設、各小学校、各地域の実情に合わせた「アプローチカリキュラム」と

「スタートカリキュラム」を作成することが必要になります。 
 
 
 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①子どもの思いを先回りして言葉にせず、子ども自身や子ども同士で表現
することを支えていくことが大切です。園生活において、自己表現を認

め合う関係性をつくり、言葉や文章などの表現で判断していくことが多

くなる小学校生活へとつなげていきます。 

❶ 

子どもが表現しよう

とすることを支える 

❷ 
共感的な関わりをす

ることで、自己肯定

感を高める 

❸ 
夢中になることがで

きる環境構成と教材

を見直す 

 ②子どもの行動にすぐに介入せず、自力解決できるよう支えながら、子ど
もの思いに共感するようにします。そこから、自分で問題に向き合おう

とする力を育て、自己肯定感を高めていくことが大切です。保育者や教

員に共感されている安心感は、小学校生活への意欲につながります。 

 

〔小学校学習指導要領より〕 

 

学んだことを人生や 

社会に生かそうとする 

学びに向かう力、 

人間性等 

未知の状況にも 

対応できる 

思考力、判断力、 

表現力等 

実際の社会や 

生活で生きて働く 

知識及び技能 

＊３つの柱をバランスよく育みます 

 

 ③園生活は時間割のない緩やかな時間の流れですが、小学校では学習や活
動は区切られた時間編成となります。園生活では、興味のあることに夢

中になって遊びこむ経験を重ねることができるよう、環境構成や教材を

見直していくことが大切です。この夢中になって遊びこんだ経験は、小

学校で課題に集中する力につながります。 

 

 

〔3法令より〕 

 

＊遊びを通して３つの柱を一体的に育みます 

 

 豊かな体験を通じて、 

感じたり、気付いたり、 

分かったり、できるように 

なったりする 

 知識及び技能の 

基礎 

気付いたことや、 

できるようになったことなど 

を使い、考えたり、試したり、 

工夫したり、表現したりする 

思考力、判断力、 

表現力等の基礎 

心情、意欲、態度が育つ中で、 

よりよい生活を営もうとする 

学びに向かう力、 

人間性等 

小学校以降の教育 

 
幼児教育 

 

「育みたい資質・能力（３つの柱）」 



５領域（健康、人間関係、環境、言葉、表現）のねらい・内容に基づいて、各乳幼児教育・保育施

設で、幼児期にふさわしい遊びや生活を積み重ねることにより育まれる具体的な姿が「幼児教育に

おいて育みたい資質・能力」として挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 健康な心と体 

  園生活の中で、充実感をもって自分のやりたいことに向かって心と体を十分に働かせ、見通しをもっ

て行動し、自ら健康で安全な生活をつくり出すようになる。 

 

（２） 自立心 

  身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で、しなければならないことを自覚し、自分の力

で行うために考えたり、工夫したりしながら、諦めずにやり遂げることで達成感を味わい、自信をもっ

て行動するようになる。 

                  

（３） 協同性 

  友達と関わる中で、互いの思いや考えなどを共有し、共通の目的の実現に向けて、考えたり、工夫し

たり、協力したりし、充実感をもってやり遂げるようになる。  

                 

（４） 道徳性・規範意識の芽生え 

  友達と様々な体験を重ねる中で、してよいことや悪いことが分かり、自分の行動を振り返ったり、友

達の気持ちに共感したりし、相手の立場に立って行動するようになる。また、きまりを守る必要性が分

かり、自分の気持ちを調整し、友達と折り合いを付けながら、きまりをつくったり、守ったりするよう

になる。 

 

（５） 社会生活との関わり 

  家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに、地域の身近な人と触れ合う中で、人との様々な関

わり方に気付き、相手の気持ちを考えて関わり、自分が役に立つ喜びを感じ、地域に親しみをもつよう

になる。また、園内外の様々な環境に関わる中で、遊びや生活に必要な情報を取り入れ、情報に基づき

判断したり、情報を伝え合ったり、活用したりするなど、情報を役立てながら活動するようになるとと

もに、公共の施設を大切に利用するなどして、社会とのつながりなどを意識するようになる。 

 

（６） 思考力の芽生え 

  身近な事象に積極的に関わる中で、物の性質や仕組みなどを感じ取ったり、気付いたりし、考えたり、

予想したり、工夫したりするなど、多様な関わりを楽しむようになる。また、友達の様々な考えに触れ

る中で、自分と異なる考えがあることに気付き、自ら判断したり、考え直したりするなど、新しい考え

を生み出す喜びを味わいながら、自分の考えをよりよいものにするようになる。 

 

（７） 自然との関わり・生命尊重  

  自然に触れて感動する体験を通して、自然の変化などを感じ取り、好奇心や探求心をもって考え言葉

などで表現しながら、身近な事象への関心が高まるとともに、自然への愛情や畏敬の念をもつようにな

る。また、身近な動植物に心を動かされる中で、生命の不思議さや尊さに気付き、身近な動植物への接

し方を考え、命あるものとしていたわり、大切にする気持ちをもって関わるようになる。 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（１０の姿）」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「１０の姿」を手掛かりとしながら 

保幼小連携を具体的に進めていく際の留意事項 

 

 

 

◇これらの姿は、幼児期に到達すべき目標や小学校における評価基準ではなく、自発的な活動とし

ての遊びを通して、一人一人の発達の特性に応じて育っていくものであり、すべての幼児に同じ

ように見られるものではないことに十分留意する必要があります。 

 

◇幼児期の教育と小学校教育を接続するに当たっては、どちらか一方が他方に合わせるのではなく

「１０の姿」を手掛かりに保育者・教員の双方が子どもの姿を共有し、それぞれの発達の段階を

踏まえた教育活動を充実させることが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８） 数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 

  遊びや生活の中で、数量や図形、標識や文字などに親しむ体験を重ねたり、標識や文字の役割に気付

いたりし、自らの必要感に基づきこれらを活用し、興味や関心、感覚をもつようになる。 

 

（９） 言葉による伝え合い  

  先生や友達と心を通わせる中で、絵本や物語などに親しみながら、豊かな言葉や表現を身に付け、経

験したことや考えたことなどを言葉で伝えたり、相手の話を注意して聞いたりし、言葉による伝え合い

を楽しむようになる。  

 

（10） 豊かな感性と表現 

心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で、様々な素材の特徴や表現の仕方などに気付き、感

じたことや考えたことを自分で表現したり、友達同士で表現する過程を楽しんだりし、表現する喜びを

味わい、意欲をもつようになる。 



６．佐世保市における接続期の考え方 

 「保幼小連携接続カリキュラム」（平成 24年度版）で示しておりましたように、接続期を５歳児

（年長児）後半 10月頃から卒園まで、小学校１年生入学後から 7月頃までとしています。 

 

 

 

 

 

 

７．佐世保市が目指す保幼小連携 

 佐世保市では、子どもの育ちを大切にし、幼児教育から小学校教育への滑らかな接続を目指して、

「保幼小連携接続カリキュラム」を平成 24年に作成し、各施設で活用しながら進めてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１

段階 

（はじめの一歩段階）保幼小連携の啓発、近隣の施設・小学校の確認、研修会参加 

・近隣の施設・小学校について、どのくらいの規模で、どこにあり、どのような方針で運営されているのか、

何人卒園児(入学児童)がいるのか情報を共有し、職員の顔合わせをする。 

第 2

段階 

（交流段階）保幼小連携の推進、連絡体制の確立、保育・授業参観、行事への招待 

・保・幼・小互いの年間計画の中に、乳幼児、児童の保育・授業参観、行事への招待を取り入れ、子ども同

士・教師間の交流活動を行う。 

第 3

段階 

（互恵性を求めた連携段階/接続カリキュラム試行段階） 

 保幼小連携の充実、互恵性のある連携活動、接続カリキュラムの検討 

・乳幼児・児童の双方にメリットがある互恵性のある連携活動を進めていくために、教師間での事前打ち合
わせ、振り返り(評価)を行い、子どもの発達や学びの様子を把握し、接続カリキュラムの作成へとつなげ

ていく。 

第 4

段階 

（接続カリキュラム実施段階） 

保幼小連携の発展（評価・改善）、接続カリキュラムの作成・実施 

・第 3 段階までの保幼小連携を見直し、今後の課題を見出していき、接続カリキュラムを作成し、実施し

ていく。 

＜５歳児後期（10月頃～卒園まで）＞ 

就学時健康診断を終え、小学校生活に期待

をもち、自信をもつ時期 

＜１年生入学期（入学～7月頃まで）＞ 

環境の変化で不安もあるが、集団生活を

意識し、自分を表現する時期 

１ 無理なくできることから ＜互いの行事への参加・互いの研修会への参加＞ 

３ 互いの計画をつなげよう ＜互いの年間交流計画への位置づけ、 

年度末に次年度の計画を立案＞ 

４ 接続カリキュラムの作成・実施 

保幼小連携 4ステップ 

 

２ キーパーソンを位置付けて ＜各校・園で連携の窓口を一本化、 

キーパーソンの打ち合わせ、学校全体・園全体で情報を共有化＞ 

保幼小連携段階表 

 

 



佐世保市における「保幼小連携接続カリキュラム」～子どもの姿～ 

１．「アプローチカリキュラム」と「スタートカリキュラム」 

  「保幼小連携接続カリキュラム」（平成 24年度版）においては、子どもの姿を３つの視点、 

「生活する」「かかわる」「学ぶ」から捉えており、その視点から家庭版リーフレットにおいても 

子どもたちが遊びを通して育つ具体的な姿を示していました。今回も、その考え方を引き継ぎ、

佐世保市が目指す子どもの姿を子ども目線でまとめています。 

 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆やってみよう 

たくさん体を動かそう！  

なんでもやってみよう！  

みんなで協力しよう！ 

 ・体をおもいっきり動かして遊ぶ 

 ・食べることを楽しむ 

 ・時間の見通しをもって動く 

 ・いろいろなことに挑戦する  

 ・遊んだ後の片づけをする 

 ・考えたことを相手に分かるように伝え

る 
 

☆話してみよう 

友達の気持ちを考えよう！  

たくさん話をしよう！  

いろいろな人とかかわろう！ 

 ・きまりを作ったり守ろうとしたりする 

 ・よいこととわるいことがわかる 

 ・気持ちの折り合いをつける 

 ・絵本や言葉のやりとり（会話）を楽し

む 

 ・あいさつや返事をする  

 ・身近な人といろいろな経験をする 

☆考えてみよう 

身近な自然にふれよう！  

いろいろな表現をしよう！  

工夫や予想をし、考えてみよう！  

文字や数字などに親しもう！ 

 ・自然や季節の変化に気づく 

 ・動物や植物を大切にする 

 ・自分が感じたことを表現する 

 ・興味・関心をもち、新たな発見をする 

 ・友達と考えを出し合う 

 ・身近な数字や文字に親しみをもつ 

★もっとやってみよう 

・安全で健康に過ごす  

・給食を楽しく食べる  

・時間割にそって動く 

・自分でしようとする  

・整理整頓をしようとする 

・先生や友達と協力して生活する 

★たくさん話そう 

・きまりや約束を守る  

・自分のふるまいを振り返って行動

する 

・自分の気持ちを調整して過ごす  

・その場に合ったあいさつをする 

・自分の思いや考えを言葉で伝え、 

先生や友達との関係を築く 

・相手の状況や気持ちを考えなが

ら、いろいろな人とのかかわりを

楽しむ 

★考えをひろげよう 

・自然について理解を深め、生命あ

るものをいたわり、大切にする 

・自信をもって表現し、意欲的に取

り組む  

・学校生活や学習に興味や関心をも

ち、主体的にかかわる 

・問題を解決しようとする  

・学んだことを生活の中で活用する 

生

活

す

る

姿 

か

か

わ

る

姿 

学

び

に

向

か

う

姿 

「アプローチカリキュラム」のねらい 「スタートカリキュラム」のねらい 



２．子どもの育ちと学びをつなぐ（子どもの育ちをとらえよう） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

☆いっぱいあそぼう（乳幼児教育・保育施設での生活） 

 
 

 
そ～っとやさしく 
 おいしくな～れ♡ 

友達と一緒に調べたり、試したり、工夫したり、表現したり、協力したりしながら、夢中になっ

て遊ぶ中で学びの根っこを育みます。（やってみよう）（話してみよう）（考えてみよう） 

さんぽ 
 

そっとふいたら 
つながる、つながる～ 

しゃぼん玉 

 
ダンボールの車 

 
これをかぶるとパワー全開！ 
へーんしーん‼ 

ごっこ遊び 

カレー作り 

 
水、ながすよ～！ 

いいよ！ 
こっちはだいじょうぶ 

砂場あそび 

地図かきたいな！ 
させぼの “ぼ“ ってどう書くの？
あ、わかった☆ 

これ、何かな？ 
しらべてみよう！ 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆がっこうだいすき（小学校での生活） 

～物の形について考えよう～ 

 

いのちを見つめる強調月間 

給食 

～みんなで一緒に読んでみよう～ 

友達の気持ちを考えよう 

～みんながハッピーになるには～ 

 

おかわりください！ 

入学当初は、幼児期に親しんだ活動を行うことで、子どもは安心して小学校生活に馴染んでいき

ます。（もっとやってみよう）（たくさん話そう）（考えをひろげよう） 

一緒に運動会 

一緒にがんばろうね！  

高く積み上げ 
られるかな？ 

どんな形に
なるかな？ 

むかし、むかし… 

絵本の読み聞かせ ６年生との交流 

うん！ 

国語 

算数 



３．「アプローチカリキュラム」と「スタートカリキュラム」のつながり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識及び技能の基礎 

思考力・判断力・表現力等の基礎 

学びに向かう力、人間性等 

知識及び技能 

思考力・判断力・表現力等 

学びに向かう力、人間性等 

育ちと学びの連続性・一貫性 

１．健康な心と体 

 ２．自立心 

 ３．協同性 

 ４．道徳性・規範意識の芽生え 

 ５．社会生活との関わり 

 ６．思考力の芽生え 

 ７．自然との関わり・生命尊重 

 ８．数量や図形、標識や文字など

への関心・感覚 

 ９．言葉による伝え合い 

10．豊かな感性と表現 

「育みたい資質・能力（３つの柱）」 

「
ア
プ
ロ
ー
チ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」 

 

５
歳
児
後
期
（ 

 

月
頃
～
卒
園
ま
で
） 

 

10 

「
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」 

 

小
学
校
入
学
期
（
入
学
～
７
月
頃
ま
で
） 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（１０の姿）」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

「接続カリキュラム（佐世保版様式）」 

の作成について 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１．「接続カリキュラム（佐世保版様式）」の作成にあたって 

目指す保幼小連携（６頁）のところで示しましたように、佐世保市ではこれまで保幼小連携段階

表の４段階を目指して保幼小連携に取り組んできました。施設長会や担当者会では、「交流活動は

しているが互恵性のある連携へ進んでいくのは難しい。」「２段階から３段階への壁は高い。」など

の意見がありました。 

保幼小連携をステップアップしていくためには、各乳幼児教育・保育施設と各小学校が「接続

カリキュラム」を作成し、担当者会等において、子どもの姿の共有と互いの教育を理解し合うこ

とを通して、滑らかな接続へつなげていくことが必要です。また、保育者や教員が、この「接続カ

リキュラム」を作成し活用することで、援助や指導を振り返り、改善や工夫をし、教育・保育の質

の向上につながると考えます。 

そこで、各乳幼児教育・保育施設と各小学校において「アプローチカリキュラム」と「スタート

カリキュラム」の作成が可能になるように「接続カリキュラム（佐世保版様式）」を提示すること

にしました。 

 

 

 

 

 

２．「接続カリキュラム（佐世保版様式）」の作成の仕方 

各乳幼児教育・保育施設と各小学校で作成する指導計画は、それぞれの方針、地域、施設、園

児・児童の実態により違いがあると思いますが、乳幼児教育・保育施設から小学校へ、見通しを持

ったカリキュラムになるように「アプローチカリキュラム」から「スタートカリキュラム」への連

続性を考え、参考例を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

「接続カリキュラム（佐世保版様式）」           （モデル案） 

子どもの姿の共有と互いの教育を理解して、滑らかな接続へつなげていく 

「アプローチカリキュラム」と「スタートカリキュラム」の作成目的 

① 

② 

③-Ａ 

④-A 

⑤-A 

⑥-A 

③-Ｂ 

④-Ｂ 

⑤-Ｂ 

⑥-Ｂ 



（１）共通部分（佐世保市統一事項） 

① 育みたい資質・能力 

「資質・能力（３つの柱）」と「幼児期の終わりまでに育ってほしい（１０の姿）」（３頁～５頁） 

 

② 接続期のねらい  

佐世保市が目指す接続期の子どもの姿です。（７頁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）各乳幼児教育・保育施設、各小学校で記入する部分 

全体的に共通する②「接続期のねらい」に示してある項目を参考としながら作成します。 

③ 主な活動  

③-A…５歳児後期（接続期）に行う主な活動を具体的に記入します。（各乳幼児教育・保育施設で記入） 

③-Ｂ…小学校１年生が接続期に行う主な活動を具体的に記入します。（各小学校で記入） 

 

 

 

 

 

 
④ 配慮事項   ⑤ 保幼小連携年間計画   ⑥ 家庭との連携  

  ④-Ａ・⑤-Ａ・⑥-Ａ…各乳幼児教育・保育施設の実情に合わせて記入する部分です。 

  ④-Ｂ・⑤-Ｂ・⑥-Ｂ…各小学校の実情に合わせて記入する部分です。 

 

 

 

 

 

 

 
 
※上記の「接続カリキュラム（佐世保版様式）」には「モデル案」を記載していますが、各乳幼児教育・
保育施設、各小学校の実情に合わせて変更可能です。 

④-Ａ 

⑥-Ａ 

⑤-Ａ 

④-Ｂ 

⑥-Ｂ 

⑤-Ｂ 

③-Ａ ③-Ｂ 

14頁の記入例参照 15頁の記入例参照 

① 

② 



５歳児後期（接続期 １０月～3月） 
 

５歳児後期（接続期 １０月～3月） 

 

５歳児後期（接続期 １０月～3月） ５歳児後期（接続期 １０月～3月） 

 

３．「接続カリキュラム（佐世保版様式）」～乳幼児教育・保育施設の記入例～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

≪③-Ａ ５歳児記入例１≫           ≪③-Ａ ５歳児記入例２≫  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

≪③-Ａ ５歳児記入例３≫           ≪③-Ａ ５歳児記入例４≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
お散歩しよう 

・共通のイメージをもつ 

・自然物に興味を持つ 
  

 

 

ダンボールの車を作ろう 探検ごっこをしよう 

カレーを作ろう 

 

 

 

 

・調べたり、試したり、確かめたりする 

・思いや考えを出し合う 

・協力しあう 

・自分の力を発揮する 

・自信をもつ 

・園生活をふり 

 かえる 

卒園式をしよう 

地図を作ろう 

 

 

 

 

作戦を考えよう 

 

 

 

 

友達と一緒にあそぼう 

・話を聞こう 

・考えを伝えよう 

・話し合おう 

身体を動かそう 

・ドッチボール・サッカー・マラソン 

・鬼ごっこ・なわとび・こままわし 

遊戯会をしよう 

・共通のイメージをもつ 

・うたう、踊る、役になる 

作ってみよう 

・空箱製作 

・共同製作 

自分のことは自分でできる 

・小さい子のお世話をする 

・当番活動 

修了への準備をしよう 

・園生活をふりかえる、お別れ会 

・まわりの人への感謝 

・小学校を楽しみにする 

春の花の種まきをする 

野菜植え 

・生長を楽しみにする 

おさんぽしよう 

・虫さがし 

・図鑑や絵本をみる 

園の年間テーマ「お友達と一緒に」 

 一緒にやってみよう 
・ルールのある遊びを ・共同製作を 

・行事でのチームプレイを ・お当番活動を 

・学校体験活動を 
みんなと話そう 

・朝の会や帰りの会で ・行事などのチームで 

・ピーステーブルで・子ども会議で 

一緒に考えよう 
・遊びの中で ・園生活の中で 

・チームプレイの作戦会議で・ピーステーブルで 

※ピーステーブルとは、友達同士でけんかになった時、トラブルでイライラした時、 

心を静めて話し合うテーブルです。 

身体を動かそう 

ドッチボール、サッカー 

マラソン 鬼ごっこ  

なわとび、こままわし 等 

虫さがし・木の実拾い 

さんぽ・花や野菜の種まき 等 

自然と触れ合おう 

遊戯会・クリスマス 

お正月・節分 等 

行事を楽しもう 

元気 
いっぱい！  

 やってみよう！  話し合おう！ 

廃材製作・お店屋さんごっこ 

ままごと・積木 等 

友達と一緒にあそぼう 

調べて 
みよう！  

考えて 
みよう！  できるよ！  

ありがとう！  
もうすぐ 
1年生！  

お別れ会・卒園制作・卒園式 等 

卒園への準備をしよう 

（ 施設名：              ） 

③-Ａ 
下記の記入例参照 



１年生（接続期 4月～７月） １年生（接続期 4月～７月） 

１年生（接続期 4月～７月） １年生（接続期 4月～７月） 

４．「接続カリキュラム（佐世保版様式）」～小学校の記入例～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪③-Ｂ 小学校１年生記入例１≫        ≪③-Ｂ 小学校１年生記入例２≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪③-Ｂ 小学校１年生記入例３≫         ≪③-Ｂ 小学校１年生記入例４≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国語】 

・みなさん 

よろしくね 

 

【生活】 

・春を探そう 

 安心 
【音楽】 

・リズムで 

 楽しく遊ぼう 

    

【生活】 

・アサガオを 

   育てよう 

 成長 

【生活】 

・学校を 

 探検しよう 

 

【国語】 

・探検したことを 

発表しよう 

自立 

6～7月 

【学級活動】 

・力を合わせて楽しい学級を 

つくろう 

【生活科】 

・あそびばにでかけよう 

【道徳】 

・みんな いっしょ 

【国語】 

・すきなもの なあに 

成長 

5月 

【学級活動】 

・小学生になった自分を 

見つめよう 

【生活科】 

・いくぞ！がっこう 

たんけんたい 

【道徳】 

・あいさつ 

【国語】 

・ききたいな ともだちの 

はなし 

安心 

4月 

【学級活動】 

・学校に慣れよう 

【生活科】 

・がっこうだいすき 

あいうえお 

【道徳】 

・ようこそ １ねんせい 

・じゅぎょうが  

はじまりますよ 

【国語】 

・あつまって はなそう 

・どうぞ よろしく 

自立 

遊びをつくろう（生活科） 

夏となかよし（生活科） 

音読発表会（国語） 

成長 

遊び場へでかけよう（生活科） 

 ※公園たんけん 等 

掃除・給食・係活動（学級活動） 

運動会（体育・学校行事） 

 ※走・跳の運動遊び 

 ※表現・リズム遊び 

安心 

1年生になったよ（生活科） 

※登校してからの身仕度 

※トイレの使い方  

※学校たんけん 等 

何て言おうかな（国語） 

  ※話し方・聞き方 

【生活】 
○仲良くなりたいな 
 ・自己紹介をしよう 
 ・名刺をつくって交換しよう 
○みんなで学校を歩こう 
○学校を探検しよう 
 ・2年生と歩こう 
○学校の人と仲良くなろう 
 ・友達や先生にサインしてもらおう 
○校庭も探検しよう 
 ・遊び方を知ろう 
 ・草花や虫を探そう 
 ・並び方を練習しよう 
○みんなで学校を遊ぼう 
 ・2年生と遊ぼう 

【国語・生活・音楽】みんなと楽しく・学校に行こう 
【音楽】 
○うたで仲良しになろう 
○友だちと仲良く歌おう 
【図工】 
○すきなものいっぱい 
 ・自分の顔をかこう 
 ・好きなものをかいて紹介しよう 
○みてみて いっぱいつくったよ 
 ・すきなものをいっぱいつくろう 
【道徳】 
○たのしい学校 
 ・みんなで仲良くしよう 
【行事】 
○1年生を迎える会 
 ・上級生と仲良くなろう 

どきどきわくわく 1年生【はじめの一歩】  
自由な表現 

 
友達と一緒に 

遊ぶ楽しさ 

 
伝え合う場 

友だちとの協力 

 
活動の楽しさの 

体験 

 
幼稚園・保育所、 

家での経験 

（ 学校名：              ） 

③-Ｂ 
下記の記入例参照 

 自立 



「
知

識
及

び
技

能
」
「
思

考
力

、
判

断
力

、
表

現
力
等

」
 

「
学

び
に

向
か

う
力
、

人
間

性
等

」
 

５
．
「
接

続
カ

リ
キ
ュ

ラ
ム

（
佐

世
保
版

様
式
）
」

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

モ
デ

ル
案

）
 

時
期

 
５
歳
児
後
期
（
接
続
期

 
１

０
月
～

３
月

）
 

小
学
校
１
年
生
（
接
続
期

 
４
月
～
７
月
）

 

① 育 み た い 資 質 ・ 能 力  

 
 

 

② 接 続 期 の ね ら い  

 
 

③ 主 な 活 動  

   

 

④ 配 慮 事 項 

 
 

⑤
保
幼
小

 

連
携
年
間

 

計
画
 

 
 

⑥
家

庭
と

の
連
携

 

 
 

や
っ

て
み

よ
う

 

「
知

識
及

び
技

能
の

基
礎
」
「
思

考
力

、
判
断

力
、

表
現

力
等

の
基

礎
」

 

「
学

び
に

向
か

う
力

、
人

間
性
等

」
 

話
し

て
み

よ
う

 

遊
び

を
通

し
た

総
合

的
な

学
び
・

無
自
覚

な
学
び

 

考
え

よ
う

 

も
っ

と
 

や
っ

て
み

よ
う

 

・
家
族
で

一
緒
に

過
ご

す
時

間
を

大
切

に
し

よ
う

 
・

そ
の

子
ら

し
さ

を
大
切

に
し
よ

う
 

た
く

さ
ん

話
そ

う
 

考
え

を
 

ひ
ろ

げ
よ

う
 

・
笑
顔
で

学
校
に

送
り

出
そ

う
 

 
・
安
全
な

登
下
校

に
配
慮

し
よ

う
 

・
早
寝
・

早
起
き

・
朝
ご

は
ん

等
を

習
慣

付
け

よ
う

 
 

教
科

等
を

通
し

た
学

び
・

自
覚

的
な

学
び

 

共
通
の
イ

メ
—

ジ
で

 
表
現
遊
び

等
 

生
き
る
力

 

様
々

な
こ

と
へ

の
興

味
、

 

関
心

、
発

見
等

 

調
べ
た

り
、

試
し
た

り
、
 

確
か
め

た
り

 

 

目
標
を

も
っ
て

 
様
々
な
こ

と
へ
の

 

意
欲
、
挑

戦
等

 

 
自
信
、
期

待
、

 

見
通
し
を

も
っ
て

等
 

園
生

活
の

 

し
め

く
く

り
 

 

協
力

し
合
っ

て
 

集
団
遊
び
、
ご

っ
こ

遊
び

、
 

共
同
製
作

等
 

役
割

を
持

っ
た

活
動
等

 
自
分

の
力

を
発
揮

し
て

 

 

思
い
や
考
え
を

 
出
し

合
っ
て

 

 
ル
ー
ル
を

決
め

る
、

 

折
り
合
い

を
つ
け

る
等

 

・
保
幼
小

連
携
担

当
者
会

 
・

要
録

確
認

 
・

卒
園

式
、

入
園

式
に

参
加

 
・

情
報

交
換

 
 

・
保
育
参

観
 
・

保
幼

と
の

交
流

 
・
授
業
参

観
 
・

保
幼

小
連

携
担

当
者

会
 

・
要

録
送

付
 

・
卒

業
式

、
入
学

式
に
参

加
 

・
情
報

交
換

 
 

・
１
年
生

と
の
交

流
 

・
他

学
年

と
の

交
流

 
 

教
科

 

【
国

語
・

算
数

・
生

活
科

・
音

楽
 

図
画

工
作

・
体

育
・

道
徳

】
 

 

・
子
ど
も

が
表
現

し
よ

う
と

す
る

こ
と

を
支

え
る

 
・
共
感
的

な
か
か

わ
り

で
自

己
肯

定
感

を
高

め
る

 
・
夢
中
に

な
る
こ

と
が

で
き

る
環

境
構

成
と

教
材

を
見

直
す

 

・
「
幼
児

期
の
終

わ
り
ま

で
に

育
っ

て
ほ

し
い

姿
」

を
踏

ま
え

、
幼

児
の

発
達

や
学

び
の

芽
生

え
を

把
握

す
る

 
・
生
活
科

を
中
心

と
し
た

合
科

的
・

関
連

的
な

指
導

や
弾

力
的

な
時

間
割

の
設

定
を

行
う

な
ど

の
工

夫
を

す
る

 
・
子
ど
も

が
表
現

し
よ
う

と
す

る
こ

と
を

支
え

る
 

・
共
感
的

な
か
か

わ
り

で
自

己
肯

定
感

を
高

め
る

 
・
夢
中
に

な
る
こ

と
が

で
き

る
環

境
構

成
と

教
材

を
見

直
す

 
 

ア
プ

ロ
ー

チ
カ

リ
キ
ュ

ラ
ム

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
ス
タ

ー
ト

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

 

・
体
を
お

も
い
っ

き
り
動

か
し
て

遊
ぶ

 
 

・
食
べ
る

こ
と
を

楽
し
む

 
 

・
時
間
の

見
通
し

を
も
っ

て
動
く

 
 

 
・
い
ろ
い

ろ
な
こ

と
に
挑

戦
す
る

 
 

・
遊
ん
だ

後
の
片

づ
け
を

す
る

 
 

 
 

 
・
考
え
た

こ
と
を

相
手
に

分
か
る

よ
う
に

伝
え
る

 

・
自
然
や

季
節
の

変
化
に

気
づ
く

 
 

・
動
物
や

植
物
を

大
切
に

す
る

 
 

・
自
分
が

感
じ
た

こ
と
を

表
現
す

る
 

 

・
興
味
･
関
心
を

も
ち
、

新
た
な

発
見
を

す
る

 
 

・
友
達
と

考
え
を

出
し
合

う
 

 
 

・
身
近
な

数
字
や

文
字
に

親
し
み

を
も
つ

 

・
安

全
で

健
康

に
過

ご
す

 
 

・
給

食
を

楽
し

く
食

べ
る

 
・

時
間

割
に

そ
っ

て
動

く
 

 
・

自
分

で
し

よ
う

と
す

る
 

・
整

理
整

頓
を

し
よ

う
と

す
る

 
・

先
生

や
友

達
と

協
力

し
て

生
活

す
る

 

 

・
き

ま
り

や
約

束
を

守
る

 
 

・
自

分
の

ふ
る

ま
い

を
振

り
返

っ
て

行
動

す
る

 
・

自
分

の
気

持
ち

を
調

整
し

て
過

ご
す

 
 

・
そ

の
場

に
合

っ
た

あ
い

さ
つ

を
す

る
 

 
・

自
分

の
思

い
や

考
え

を
言

葉
で

伝
え

、
先

生
や

友
達

と
の

関
係

を
築

く
 

 
・

相
手

の
状

況
や

気
持

ち
を

考
え

な
が

ら
、

い
ろ

い
ろ

な
人

と
の

か
か

わ
り

を
楽

し
む

 

・
自

然
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

、
生

命
あ

る
も

の
を

い
た

わ
り

、
大

切
に

す
る

 
・

自
信

を
も

っ
て

表
現

し
、

意
欲

的
に

取
り

組
む

 
 

・
学

校
生

活
や

学
習

に
興

味
や

関
心

を
も

ち
、

主
体

的
に

か
か

わ
る

 
・

問
題

を
解

決
し

よ
う

と
す

る
 

・
学

ん
だ

こ
と

を
生

活
の

中
で

活
用

す
る

 

・
き
ま
り

を
作
っ

た
り
守

ろ
う
と

し
た
り

す
る

 
 

・
よ
い
こ

と
と
わ

る
い
こ

と
が
わ

か
る

 
 

・
気
持
ち

の
折
り

合
い
を

つ
け
る

 
 

・
絵
本
や

言
葉
の

や
り
と

り
（
会

話
）
を

楽
し
む

 
・
あ
い
さ

つ
や
返

事
を
す

る
 

・
身
近
な

人
と
い

ろ
い
ろ

な
経
験

を
す
る

 

安
心

 
安

心
を

作
る

時
間

 
（

幼
児

期
に

親
し

ん
だ

活
動

や
分

か
り

や
す

く
学

び
や

す
い
環

境
）

 

 

自
立

 
夢

や
希

望
を

持
ち

、

前
向

き
に

生
活

し
て

い
く

 
（

子
ど

も
主

体
の

 
学

習
活

動
）

 

成
長

 
自

分
の

持
っ

て
い

る
力

を

発
揮

し
た

り
、
自

信
や

意
欲

が
生

ま
れ

た
り

す
る

 
（

幼
児

期
か

ら
の

育
ち

を
生

か
す

活
動

や
環

境
）

 

明
日
も
学
校
に

行
き
た
い
な
！

 
一
人
で
で
き
る
よ
う

に
 

な
っ
た
よ

！
 

生
き
る
力
の

基
礎

 

や
り
た
い
こ
と
に

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
ぞ
！

１
 

た
く

さ
ん

体
を

動
か
そ

う
！

 
 

な
ん

で
も

や
っ

て
み
よ

う
！

 
 

み
ん

な
で

協
力

し
よ
う

！
 

五
領
域

 

【
健
康
・
人
間
関
係
・
環
境
・
言
葉
・
表
現
】

 

友
達

の
気

持
ち

を
考

え
よ
う

！
 

 
た

く
さ
ん

話
を

し
よ

う
！

 
 

い
ろ

い
ろ

な
人

と
か

か
わ
ろ

う
！

 

身
近

な
自

然
に

ふ
れ
よ

う
！

 
 

い
ろ

い
ろ

な
表

現
を
し

よ
う

！
 

 
工

夫
や

予
想

を
し

、
考

え
て

み
よ

う
！

 
文

字
や

数
字

な
ど

に
親

し
も

う
！

 

【
幼

児
期

の
終
わ

り
ま

で
に

育
っ
て

ほ
し

い
姿

】
 

（
１

）
健

康
な

心
と
体

 
（

２
）

自
立

心
 
（

３
）
協

同
性

 
 

 

（
４

）
道

徳
性

・
規
範

意
識

の
芽

生
え

 

（
５

）
社

会
生

活
と
の

関
わ

り
 

（
６

）
思
考

力
の
芽

生
え

 
 

（
７

）
自

然
と

の
関
わ

り
・

生
命

尊
重

 
 

（
８

）
数

量
や

図
形
、

標
識

や
文

字
な

ど
へ
の

関
心

・
感
覚

 
 

（
９

）
言

葉
に

よ
る
伝

え
合

い
 

（
１

０
）
豊

か
な
感

性
と

表
現

 
 

 
 

 
 

滑
ら

か
な

接
続

 





 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

発行年月日   令和３年３月 
編集・発行   佐世保市教育委員会・佐世保市子ども未来部  

佐世保市幼児教育センター 
           佐世保市山祇町３８７番地 

             ℡ 0956-31-0550 

           E-mail：youjik@city.sasebo.lg.jp 
       ←幼児教育センターの HPは左の画像を読み込んでご覧ください 

 
 

 

保幼小連携 

「接続カリキュラムガイドライン」 

～保育所・幼稚園・認定こども園から小学校へ～ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年３月 

佐 世 保 市 

 

～保育所・幼稚園・認定こども園から小学校へ～ 

保幼小連携 

「接続カリキュラムガイドライン」 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年３月 

佐 世 保 市 

 

～保育所・幼稚園・認定こども園から小学校へ～ 

保幼小連携 

「接続カリキュラムガイドライン」 

 
 


